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渡
辺
崋
山
筆
《
溪
澗
野
雉
図
》
と
椿
椿
山
筆
『
足
利
遊
記
』
に
つ
い
て

山
形
美
術
館
　
主
任
学
芸
員
　
月
　
本
　
寿
　
彦

山
形
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
長
谷
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
に
、
渡
辺
崋
山
に
よ
る
《
溪
澗
野
雉
図
》(

山
形
県
指
定
有
形
文
化

財)

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作
品
は
、
崋
山
晩
年
の
代
表
作
で
あ
り
、
全
国
的
に
多
く
の
美
術
館
や
博
物
館
に
貸
し
出
し
て
公
開
し
て
き
た

経
緯
も
あ
る
の
で
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
特
に
今
年
の
五
月
二
十
一
日
か
ら
七
月
十
日
に
か
け
て
田
原
市
博
物
館
で

開
催
さ
れ
た
平
常
展
「
渡
辺
崋
山
と
椿
椿
山
の
花
鳥
画
」
で
は
、
本
図
の
下
稿
が
展
示
さ
れ
、
す
で
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

文
で
は
、
こ
の
作
品
が
い
か
に
し
て
山
形
美
術
館
に
入
っ
た
か
、
あ
わ
せ
て
、
本
作
品
の
縮
図
が
掲
載
さ
れ
た
、
椿
椿
山
に
よ
る
『
足
利

遊
記
』
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
谷
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
豪
商
で
、
近
代
以
降
は
山
形
の
経
済
界
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
、
丸
山
長
谷
川
家
と
丸
谷
長
谷
川
家
の
両
家

が
、
数
度
に
わ
た
り
山
形
美
術
館
に
寄
贈
し
た
、
近
世
･
近
代
絵
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
重
要
文
化
財
の
与
謝
蕪
村
筆
《
奥
の
細
道
図
屏
風
》
を
は
じ
め
、
山

形
県
指
定
有
形
文
化
財
１１
点
を
含
む
約
３
０
０
点
の
作
品
群
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
《
溪
澗
野
雉
図
》
は
、
山
形
銀
行
頭
取
の
長
谷
川
吉
三
郎
氏
の
収
集
品
で
し

た
が
、
没
後
の
一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
、
ご
子
息
に
よ
っ
て
山
形
美
術
博
物
館(

当
時
の
名
称)

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

渡
辺
崋
山
の
《
溪
澗
野
雉
図
》
は
、
中
国
明
時
代
の
画
家
、
呉
維
翰
に
よ
る
原
画
を
崋
山
が
写
し
た
も
の
で
、
わ
ず
か
に
崋
山
独
自
の
変
容
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ

の
作
品
を
取
り
扱
っ
た
、
東
京
の
美
術
商
・
本
山
竹
荘
が
売
却
先
の
長
谷
川
吉
三
郎
氏
に
宛
て
た
譲
り
状
に
よ
る
と
、
遠
江
（
静
岡
県
）
の
明
昭
寺
の
住
職
・
水
雲

和
尚
が
、
寺
の
什
宝
に
と
、
崋
山
門
人
の
友
人
を
通
じ
て
描
い
て
も
ら
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
落
款
に
よ
る
制
作
年
は
一
八
三
七
（
天
保
八
）
年
で
す
が
、
い
く

つ
か
の
傍
証
に
よ
り
、
実
際
に
は
も
う
少
し
後
の
田
原
蟄
居
中
に
描
い
て
い
る
の
で
は
、
と
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
制
作
年
を
偽
っ

た
の
は
、
蟄
居
中
の
制
作
と
す
る
に
は
、
外
聞
を
は
ば
か
る
ほ
ど
の
大
作
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
推
理
で
す
が
、
崋
山
門
人
の
福
田
半
香
は
遠
江
出
身
で

す
。
も
し
か
す
る
と
こ
の
作
品
は
、
半
香
が
仲
介
者
と
な
り
師
の
た
め
に
取
引
を
ま
と
め
た
成
果
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
や
が
て
明
治
維
新
を
迎
え
、
明
昭
寺
が

所
蔵
品
を
整
理
す
る
と
の
話
を
聞
き
つ
け
た
掛
川
の
薬
種
商
古
沢
多
賀
蔵
が
百
円
で
購
入
し
ま
し
た
。
し
か
し
商
売
が
傾
い
た
古
沢
は
、
東
京
日
本
橋
に
住
む
画

家
・
渡
辺
小
華
（
崋
山
の
子
）
に
処
分
を
依
頼
、
あ
げ
く
一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
年
京
橋
の
酒
問
屋
（
瓶
詰
め
酒
輸
入
の
先
駆
け
と
な
っ
た
）
説
田
彦
助
に
二
百

五
十
円
で
購
入
さ
れ
ま
し
た
。「
酒
」
の
字
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
か
「
説
田
の
水
呑
み
雉
子
か
水
呑
み
雉
子
の
説
田
か
」
と
評
判
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
や
が
て
昭

和
に
入
り
、
長
野
の
実
力
者
で
貴
族
院
議
員
の
小
坂
順
造
が
こ
れ
を
入
手
。
さ
ら
に
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
、
前
述
の
本
山
竹
荘
が
八
万
円
で
購
入
し
ま
し
た
。

一
九
三
七
年
頃
の
公
務
員
の
初
任
給
が
七
十
五
円
で
す
か
ら
、
い
か
に
大
き
い
金
額
か
わ
か
り
ま
す
。
最
初
の
購
入
者
で
あ
る
多
賀
蔵
は
手
放
し
た
こ
と
を
終
生
悔

や
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
一
九
四
三
年
、
椿
椿
山
の
『
足
利
遊
記
』
と
と
も
に
長
谷
川
吉
三
郎
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

『
足
利
遊
記
』
は
、
椿
山
が
崋
山
没
後
一
周
忌
を
迎
え
よ
う
と
す
る
一
八
四
二
（
天
保
十
三
）
年
八
月
に
、
崋
山
が
『
毛
武
游
記
』
を
し
た
た
め
た
足
利
・
桐
生

方
面
へ
、
亡
き
師
の
面
影
を
偲
び
な
が
ら
訪
ね
歩
い
た
旅
行
記
で
す
。
秋
を
迎
え
つ
つ
あ
る
旧
暦
八
月
十
一

日
に
出
発
し
、
二
十
八
日
に
帰
宅
す
る
ま
で
目
に
し
た
気
候
、
風
物
、
食
べ
物
、
景
色
の
有
様
を
文
章
や
草

画
で
残
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
と
り
わ
け
椿
山
が
興
味
を
示
し
た
の
は
崋
山
知
己
の
人
物
が
紹
介
す
る
師
の

遺
墨
や
、
様
々
な
書
画
類
で
す
。
椿
山
は
積
極
的
に
こ
れ
ら
を
模
写
。
本
書
の
後
半
は
ほ
ぼ
そ
れ
ら
の
模
写

で
占
め
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
で
す
。
こ
う
し
た
研
究
心
の
表
れ
は
、
崋
山
や
谷
文
晁
に
も
通
じ
る
実
証
主
義

的
な
精
神
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
図
入
り
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
一
文
に
「
視
平
（
水

平
線
の
こ
と
か
）
ト
云
フ
ハ
、
天
地
ノ
極
ヲ
立
ル
事
ニ
テ
、
己
カ
目
力
ノ
上
下
左
右
ノ
中
ヲ
立
ル
。
コ
レ
寫

真
ノ
準
也
」
と
あ
り
ま
す
。

《
溪
澗
野
雉
図
》
の
縮
図
は
同
道
し
た
弟
弟
子
、
山
本
琴
谷
の
縮
図
帳
の
写
し
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。



私
が
住
む
童
浦
校
区
は
、
昭
和
四
十
二

年
（
一
九
六
七
）
に
始
ま
る
臨
海
工
業
地

帯
の
造
成
に
よ
り
、
田
原
市
内
で
最
も
大

き
な
変
貌
を
遂
げ
た
地
域
で
す
。「
童
浦
」

と
い
う
名
前
は
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九

六
八
）
に
田
原
北
部
小
学
校
と
田
原
西
部

小
学
校
が
統
合
、
開
校
し
、
現
在
で
は
小

学
校
の
名
前
に
も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
か

つ
て
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に

吉
胡
・
浦
・
波
瀬
・
片
浜
・
白
谷
の
五
村

が
ま
と
ま
り
、
童
浦
村
が
誕
生
し
た
の
が

名
前
と
し
て
確
認
で
き
る
「
童
浦
」
に
あ

た
り
ま
す
。
校
区
内
に
は
、
縄
文
時
代
後

晩
期
の
日
本
を
代
表
す
る
貝
塚
遺
跡
で
あ

る
吉
胡
貝
塚
が
あ
り
、
大
正
十
一
年
（
一

九
二
二
）
か
ら
十
二
年
に
京
都
大
学
の
清

野
謙
次
博
士
が
調
査
を
実
施
し
、
三
百
体

以
上
の
人
骨
が
発
見
さ
れ
て
有
名
と
な

り
、
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
は
、

文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
日
本
で
第
一
号

の
国
営
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

土
器
、
石
器
、
骨
角
器
、
縄
文
人
骨
な
ど

が
多
数
出
土
し
、
そ
の
年
の
十
二
月
二
十

六
日
に
、
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

縄
文
時
代
か
ら
人
が
暮
ら
し
、
生
活
を
営

ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
最
近
で

は
、
旧
五
地
区
以
外
に
新
興
住
宅
地
域
で

あ
る
六
地
区
が
行
政
地
区
と
し
て
加
わ

り
、
臨
海
企
業
に
勤
め
て
い
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
世
帯
を
中
心
と
し
た
他
地
域
か
ら
の

転
入
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
校
区
民
が
校
区
の
成
り
立
ち
や
歴
史

文
化
を
知
り
、
校
区
に
愛
着
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
浦
区
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
セ

ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
る
数
年
前
か
ら
浦
区

で
は
、
変
貌
を
と
げ
た
校
区
の
姿
を
残
し

て
お
き
た
い
と
考
え
、
校
区
民
の
方
に
呼

び
か
け
、
写
真
を
集
め
ま
し
た
。
セ
ン
タ

ー
の
完
成
に
合
わ
せ
、
写
真
を
引
き
伸
ば

し
て
掲
示
し
、
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
風

景
を
子
供
達
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
に
吉
胡
貝
塚
史

跡
公
園
が
オ
ー
プ
ン
し
、「
シ
ェ
ル
マ
よ

し
ご
」
が
開
館
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
年

に
は
童
浦
市
民
館
に
歴
史
年
表
を
掲
示

し
、
収
集
し
た
写
真
も
フ
ァ
イ
ル
で
見
ら

れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

童
浦
の
歴
史
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
ご
と

に
発
見
さ
れ
、
人
々
の
暮
ら
し
の
知
恵
が

つ
な
が
れ
て
い
ま
す
。
童
浦
以
外
の
各
校

区
や
地
区
で
も
郷
土
の
歴
史
を
ま
と
め
、

家
族
内
で
子
ど
も
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
と
の

共
通
の
話
題
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
り
に
役
立
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
田
原
の
文
化
財
ガ
イ
ド
と
し
て

『
ふ
る
さ
と
の
偉
人
を
訪
ね
る
　
田
原
を

築
い
た
人
び
と
』
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
地
域
の
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
を
目
に
す
る
と
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
着
が
わ
き
ま
す
。
過
去
の
歴

史
や
先
人
を
学
ぶ
こ
と
で
、
市
民
の
ふ
る

さ
と
学
習
に
も
活
用
で
き
、
学
校
教
育
で

の
使
用
も
で
き
る
も
の
で
す
。
歴
史
か
ら

郷
土
へ
の
誇
り
や
愛
着
を
持
つ
人
が
増
え

る
こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
ま
す
。

渡
辺
崋
山
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
の

田
原
の
地
に
は
、
城
宝
寺
の
お
墓
や
霊
牌

堂
も
あ
り
、
晩
年
を
暮
ら
し
た
池
ノ
原
の

地
も
公
園
整
備
さ
れ
、
銅
像
が
あ
り
、
い

つ
も
そ
の
姿
を
我
々
に
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
私
が
上
京
し
た
折
に
、
生
誕
の
地
で

あ
る
東
京
の
三
宅
坂
交
差
点
に
行
っ
て
み

る
と
、「
渡
辺
崋
山
誕
生
地
」
と
い
う
看

板
が
立
て
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
田
原
の

よ
う
に
崋
山
先
生
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で

き
せ
ん
。
生
誕
二
百
二
十
年
に
あ
た
る
二

〇
一
三
年
に
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の
姿
を

生
誕
さ
れ
た
東
京
の
地
で
見
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
よ
り
一
層
田
原
の
地
を
誇
れ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
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田
原
市
指
定
文
化
財
　
御
母
堂
栄
之

像
画
稿

天
保
年
間
（
一
八
四
十
年
頃
か
）

紙
本
着
色

縦
三
六
・
五
㎝
　
横
三
一
・
〇
㎝

田
原
市
博
物
館
蔵

崋
山
の
母
は
、

旗
本
で
摂
津
国

（
現
大
阪
府
）
高

槻
藩
主
の
永
井

大
和
守
の
家
臣

河
村
彦
左
衛
門

の
娘
に
あ
た
る
。

夫
、
定
通
と
の

間
に
五
男
三
女

の
子
を
も
う
け
、

二
十
二
歳
で
長

男
の
崋
山
を
生

ん
だ
。
崋
山
が

四
十
七
歳
の
時

に
書
い
た
『
退
役
願
書
稿
』（
重
要
文
化

財
・
田
原
市
博
物
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
、

「
唯
母
之
手
一
つ
に
て
、
老
祖
・
病
父
・

私
共
、
其
日
を
送
候
事
故
…
」
と
あ
り
、

子
供
達
を
育
て
な
が
ら
、
姑
の
世
話
、
病

気
が
ち
の
夫
の
看
護
を
続
け
、「
私
母
、

近
来
迄
夜
中
寐
（
寝
）
候
に
、
蒲
団
と
申

も
の
、
夜
着
と
申
も
の
、
引
か
け
候
を
見

及
不
申
、
や
ぶ
れ
畳
之
上
に
ご
ろ
寐
（
寝
）

仕
、
冬
は
炬
燵
に
ふ
せ
り
申
候
。」
と
書

き
、
非
常
に
苦
労
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。画

面
中
央
左
に
「
全
楽
堂
文
庫
」
印
が

捺
さ
れ
て
い
る
。
元
は
渡
辺
家
に
あ
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
渡
辺
家
に
は
、
こ
の
作

品
の
稿
と
考
え
ら
れ
る
作
品
（
田
原
市
博

物
館
蔵
・
田
原
市
指
定
文
化
財
）
が
あ
っ

た
。
崋
山
が
田
原
幽
居
中
に
描
い
た
も
の

と
考
え
れ
ば
、
七
十
歳
頃
の
姿
で
あ
る
。

そ
の
姿
は
、
姿
勢
を
正
し
、
母
親
を
描
い

て
い
る
と
い
う
優
し
さ
よ
り
は
、

武
士
の
妻
ら
し
く
凛
と
し
た
気
丈

夫
な
一
人
の
女
を
描
き
き
る
こ
と

に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
。
自
刃
す
る
前
に
認
め
た
長

男
へ
の
遺
書
に
は
、「
御
祖
母
様
御
存
中

ハ
何
卒
御
機
嫌
能
孝
行
を
盡
べ
し
其
方
母

不
幸
之
も
の
又
孝
行
盡
べ
し
」
と
記
し
、

年
老
い
た
母
と
妻
へ
の
孝
養
を
言
い
残
し

て
い
る
。

田
原
市
博
物
館
学
芸
員
　
鈴
木
利
昌
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吹
上
と
い
う
所
に
駕
篭
を
お
ろ
し
、（
駕
篭
か
き
の
）
男

た
ち
が
食
事
を
す
る
。
ま
た
行
く
。
久
下
（
武
蔵
国
大
里
郡

久
下
村
、
埼
玉
県
熊
谷
市
久
下
）
と
い
う
（
所
に
来
た
）。

久
下
次
郎
の
古
跡
で
あ
る
。
土
地
の
住
民
が
言
う
。

久
下
は
梶
原
景
時
と
対
立
し
、
戦
争
に
及
び
、
敗
れ
滅

び
た
と
。

※

吹
あ
げ

吹
上
。
武
蔵
国
足
立
郡
吹
上
村
（
埼
玉
県

鴻
巣
市
吹
上
）。
公
式
の
宿
で
は
な
い
が
、
鴻
巣
と

熊
谷
の
間
が
長
い
の
で
、
途
中
に
休
憩
場
所
が
求
め

ら
れ
、
そ
の
間
の
「
あ
い
の
宿
」
と
し
て
発
展
し
た
。

※

久
下
次
郎

久
下
直
光
。
生
没
年
不
詳
。
久
下
郷
を

本
拠
と
し
た
武
士
。
熊
谷
直
実
の
叔
母
の
夫
で
あ
る

が
、
所
領
の
境
界
を
め
ぐ
っ
て
直
実
と
対
立
し
た
。

『
吾
妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
、
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）、

源
頼
朝
の
前
で
熊
谷
直
実
と
対
決
し
た
境
争
論
が
直

光
有
利
に
進
ん
だ
。
怒
っ
た
直
実
は
、
梶
原
景
時
が

直
光
を
贔
屓
し
て
い
る
か
ら
訴
訟
は
無
駄
だ
と
考
え

て
、
訴
訟
文
書
を
投
げ
捨
て
て
立
ち
去
り
、
出
家
し

た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
崋
山
が
聞
い
た
話
と
は
逆

に
、
久
下
直
光
は
梶
原
景
時
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
久
下
氏
は

『
吾
妻
鏡
』
に
登
場
せ
ず
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）

六
月
二
十
八
日
条
に
、
久
下
郷
を
勝
長
寿
院
弥
勒
堂

領
に
寄
進
し
た
と
あ
る
の
で
、
久
下
氏
は
鎌
倉
時
代

の
初
期
に
衰
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
久
下

氏
は
丹
波
国
栗
作
郷
の
地
頭
に
補
任
さ
れ
、
承
久
の

乱
後
本
拠
地
を
そ
ち
ら
に
移
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
家
は
続
い
て
い
る
。
久
下
の
東
竹
院
に
直
光
・

重
光
父
子
の
墓
が
あ
る
。
館
跡
は
不
明
。

※

梶
原
景
時

？
―
一
二
〇
〇
。
名
字
の
地
は
相
模
国

鎌
倉
郡
梶
原
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）。
源
頼
朝
の
信
頼

が
厚
く
、
侍
所
所
司
な
ど
幕
府
の
要
職
に
あ
っ
た
が
、

正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
正
月
に
頼
朝
が
亡
く
な
る

と
、
御
家
人
相
互
の
対
立
の
中
で
同
年
末
に
鎌
倉
を

追
放
さ
れ
た
。
所
領
の
あ
る
相
模
国
一
宮
（
神
奈
川

県
高
座
郡
寒
川
町
）
に
籠
っ
た
が
、
翌
年
、
上
洛
を

試
み
、
途
中
で
駿
河
国
清
見
関
（
静
岡
市
清
水
区
興

津
清
見
寺
町
）
付
近
で
討
た
れ
、
一
族
滅
亡
し
た
。

荒
川
と
い
う
川
に
お
い
て
、
網
を
し
か
け
て
獲
っ
た
と

い
っ
て
小
さ
い
魚
（
鰍
で
あ
ろ
う
。
す
ぐ
後
に
「
鰍
図
」

と
あ
る
）
を
た
ら
い
に
入
れ
て
あ
っ
た
。
珍
し
い
の
で
、

書
き
写
す
。
こ
の
家
は
た
だ
ひ
と
つ
の
家
で
あ
っ
て
、
食

べ
物
と
酒
を
売
っ
て
お
り
、
た
い
へ
ん
大
き
く
見
え
る
家

で
あ
る
け
れ
ど
、
主
人
は
た
い
へ
ん
素
朴
で
あ
る
。

※

荒
川

埼
玉
・
山
梨
・
長
野
の
三
県
境
に
あ
る
甲
武

信
岳
（
二
四
七
五
ｍ
）
に
発
し
、
東
京
湾
に
注
ぐ
一

七
三
㎞
の
河
川
。
た
び
た
び
洪
水
被
害
を
も
た
ら
す

文
字
通
り
「
荒
ぶ
る
川
」
で
あ
っ
た
の
で
、
一
九
一

〇
年
の
大
洪
水
後
、
下
流
域
で
は
大
改
修
が
行
わ
れ
、

埼
玉
県
御
成
橋
（
鴻
巣
市
・
吉
見
町
）
付
近
で
川
幅

が
約
二
五
〇
〇
ｍ
、
日
本
最
大
と
な
っ
た
。
川
幅
が

広
い
の
で
、
堤
防
の
内
側
に
農
地
が
あ
る
。

（
図
な
し
。
二
ペ
ー
ジ
白
紙
）

（
図
な
し
。
二
ペ
ー
ジ
白
紙
）

※

吹
上
は
鴻
巣
の
宿
を
出
て
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

所
な
の
で
、
駕
篭
か
き
の
男
の
食
事
は
朝
食
で
あ
る
。

崋
山
は
宿
で
食
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
観
察
・
ス
ケ

ッ
チ
の
時
間
が
あ
っ
た
。
鰍
に
つ
い
て
は
、
本
文
に

「
う
つ
す
」
と
あ
る
の
で
、
書
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
両
図
と
も
そ
の
場
で
は
別
の
紙
に
下

書
き
を
し
、
あ
と
で
清
書
し
よ
う
と
思
っ
て
空
欄
に

し
て
お
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

吹
上
図

鰍
　
図

渡
辺
崋
山

渡
辺
崋
山
﹃
毛
武
游
記
﹄

﹃
毛
武
游
記
﹄

渡
辺
崋
山
﹃
毛
武
游
記
﹄

研
究
会
員
　

研
究
会
員
　

加

藤

克

己

加

藤

克

己

研
究
会
員
　

研
究
会
員
　

加

藤

克

己

加

藤

克

己
44

吹
あ
げ
と
い
ふ
処
に
籠
お
ろ
し
、
お
の
こ
ど
も
飯
す
。

又
行
、
久
下
と
い
ふ
。 

久
下
次
郎
故
趾
、
土

俗

云
。
久

家
（
下
）

与

梶

原

景

時

有

隔
、
及

戦

争

敗

亡
。 

ノ 

一 

一 ニ 

ス
ト 

レ リ 
ビ 二 

二 
フ 

（
マ
マ
） 

荒
川
と
い
ふ
川
に
て
、
ア
ミ
し
と
り
た
る
と
て
ち
い
さ

き
魚
を
た
ら
ひ
に
入
る
。
め
づ
ら
か
な
れ
、
う
つ
す
。

此
家
ハ
た
ゞ
ひ
と
つ
家
に
て
、
飯
酒
ひ
さ
ぎ
い
と
大
き

や
か
な
る
家
居
な
れ
ど
、
あ
る
じ
い
と
素
朴
な
り
。

荒
川
に
そ
ひ
行
。
熊
谷
の
土
手
と 

い
ふ
ハ
た
ゞ
こ
の
荒
川
害
を
お
そ
れ
、
其
長
さ
お
よ
そ

三
里
も
あ
り
ぬ
ら
ん
。
堤
に
　
樹
を
う
へ
人
を
し
あ
か

し
む
。 

荒
川
源
自
秩
父
山
中
北
流
、
限
男
衾
、

榛
沢
二
郡
東
流
、
入
大
里
郡
又
東
、
為

足
立
、
横
見
二
郡
之
界
、
至
豊
島
北
流
、

又
東
流
注
海
。 

リ 二 

ヲ 一 

リ 二 

ニ  一 

シ
テ 

 

グ 

ニ 

レ ヲ 一 

ニ 

シ 

一 

シ 二 

リ
テ 

 二 

リ
テ 

二 

一 
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荒
川
の
流
路
と
本
文
に
記
さ
れ
た
郡
名
（
略
図
）

荒
川
に
沿
っ
て
行
く
。
熊
谷
の
土
手
と

荒
川
の
源
は
秩
父
の
山
中
か
ら
出
て
北
流
し
、
男
衾

（
明
治
二
十
九
年
大
里
郡
に
併
合
）
・
榛
沢
（
明
治
二

十
九
年
大
里
郡
に
併
合
）
の
二
郡
を
限
っ
て
東
流
し
、

大
里
郡
（
明
治
二
十
九
年
幡
羅
郡
・
榛
沢
郡
・
男
衾
郡

を
統
合
）
に
入
っ
て
ま
た
東
、
足
立
（
明
治
四
年
北
足

立
郡
は
埼
玉
県
、
南
足
立
郡
は
東
京
府
に
属
す
）
・
横

見
（
明
治
二
十
九
年
比
企
郡
に
併
合
）
の
二
郡
の
境
界

を
な
し
て
、
豊
島
郡
（
明
治
十
一
年
南
北
豊
島
郡
に
分

割
、
東
京
都
豊
島
区
）
に
至
っ
て
北
流
し
、
ま
た
東
流

し
て
海
に
注
い
で
い
る
。

い
う
の
は
、
た
だ
こ
の
荒
川
の
害
を
恐
れ
て
、
そ
の
長
さ

は
お
よ
そ
三
里
（
約
十
二
㎞
）
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
堤
に

さ
い
か
ち
の
木
を
植
え
、（
通
行
）
人
を
十
分
に
満
足
さ

せ
て
い
る
。

※

荒
川
に
そ
ひ
行
。
熊
谷
の
土
手

当
時
の
中
山
道
は
、

久
下
の
あ
た
り
で
は
現
在
の
堤
防
と
同
じ
位
置
か
や

や
外
側
を
通
っ
て
い
た
。
荒
川
の
流
路
か
ら
は
ず
い

ぶ
ん
離
れ
て
お
り
、
川
の
水
は
見
え
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。
荒
川
は
そ
の
後
大
規
模
な
工
事
が
行
わ
れ
、

川
幅
が
広
げ
ら
れ
た
の
で
、
当
時
の
土
手
と
現
在
の

堤
防
と
は
違
う
が
、
明
治
時
代
の
地
形
図
（
江
戸
時

代
後
期
の
実
態
と
ほ
ぼ
同
じ
か
）
を
見
る
と
、
久
下

付
近
で
は
現
在
の
堤
防
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
土
手
が

あ
る
。
た
だ
し
、
土
手
の
内
側
に
農
地
だ
け
で
な
く
、

集
落
も
あ
り
、
土
手
は
幾
重
か
に
築
か
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
現
在
は
堤
防
の
内
側
に
は
農
地
は
あ
る
が
、

集
落
は
な
い
。

※

至
豊
島
北
流

「
豊
島
郡
に
至
る
ま
で
南
流
」
の
間

違
い
。

熊
谷
に
至
る
。
こ
の
宿
駅
は
た
い
へ
ん
に
ぎ
や
か
で
、

瓦
や
草
ぶ
き
の
屋
根
が
鱗
の
よ
う
に
並
び
立
っ
て
い
る
。

お
よ
そ
千
戸
に
も
及
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
台
屋
と
い
う
酒
店

に
吉
兵
衛
が
先
が
け
て
至
り
、
飲
食
し
て
い
る
。
梧
庵
は

こ
こ
で
馬
か
ら
お
り
て
、
下
僕
の
弥
介
と
代
わ
っ
た
。
こ

の
道
よ
り
（
中
山
道
か
ら
分
か
れ
て
）
桐
生
へ
向
か
う
道

で
あ
る
。
た
だ
田
ん
ぼ
の
間
を
行
く
。
前
に
日
光
・
赤

城
・
三
国
の
峰
々
が
並
び
立
っ
て
い
て
、
た
い
へ
ん
景
色

が
よ
い
。
雨
は
晴
れ
て
風
が
激
し
い
。
奈
良
、
吹
上
、
善

が
谷
、
妻
沼
。

※

凡
千
戸

ど
こ
で
得
た
情
報
か
分
か
ら
な
い
が
、
熊

谷
町
の
家
数
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
一
〇

二
二
軒
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
こ
れ
は
正
し
い
。

※

桐
生
の
道

熊
谷
直
実
が
建
て
た
熊
谷
寺
を
過
ぎ
た

と
こ
ろ
で
中
山
道
か
ら
分
か
れ
て
桐
生
へ
向
か
う
。

熊
谷
太
田
間
は
熊
谷
太
田
道
、
新
田
街
道
、
妻
沼
道

な
ど
と
も
言
い
、
上
州
（
群
馬
県
）
側
は
古
戸
桐
生

道
と
も
言
っ
た
。
熊
谷
寺
の
す
ぐ
近
く
を
通
っ
た
の

で
あ
る
が
、
直
実
や
熊
谷
寺
に
つ
い
て
の
記
述
が
な

熊
谷
に
い
た
る
。
此
駅
甚
に
ぎ
は
し
う
、
瓦
茨
、
鱗
の

や
う
に
な
ら
び
た
て
り
。
凡
千
戸
に
も
お
よ
ぶ
べ
し
。

台
屋
と
い
ふ
酒
店
に
吉
兵
衛
先
か
け
て
い
た
り
、
酒
飯

す
。
梧
庵
此
処
に
て
馬
よ
り
下
り
、
僕
弥
介
と
代
る
。

此
径
よ
り
桐
生
の
道
な
り
。
た
ゞ
田
圃
の
間
を
行
。
前

に
日
光
、
赤
城
、
三
国
の
峰
々
な
ら
び
立
て
、
い
と
け

し
き
よ
し
。
雨
晴
風
は
げ
し
。
奈
良
、
吹
上
、
善
が
谷
、

妻
沼
。

熊
谷
略
図

豊島 

江戸（東京）湾 

榛沢 

男衾 

横 
　見 

足 
　立 

大 

秩 

里 

父 至
甲
武
信
岳 

ＪＲ高崎線 
熊谷駅 

熊谷宿本陣 

熊谷寺 
卍 

至妻沼 

旧 　中 　　山 　　　道 
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い
。
久
下
直
光
や
斎
藤
実
盛
に
触
れ
て
い
て
熊
谷
直

実
に
触
れ
な
い
の
は
ち
ょ
っ
と
変
で
あ
る
が
、
駕
篭

か
き
の
男
が
言
わ
な
か
っ
た
の
で
駕
篭
に
乗
っ
て
い

た
崋
山
は
熊
谷
寺
に
気
づ
か
ず
に
通
り
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

※

日
光

日
光
火
山
群
の
男
体
山
（
二
四
八
四
ｍ
）、

女
峰
山
（
二
四
六
六
ｍ
）、
太
郎
山
（
二
三
六
八
ｍ
）

の
三
山
を
指
す
。
栃
木
県
日
光
市
。

※

赤
城

赤
城
山
。
群
馬
県
北
群
馬
郡
・
利
根
郡
に
ま

た
が
る
休
火
山
。
最
高
峰
は
黒
檜
岳
（
一
八
二
八
ｍ
）

※

三
国
の
峰

三
国
山
。
群
馬
県
利
根
郡
新
治
村
と
新

潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
に
ま
た
が
る
山
。
標
高
一
六

三
六
ｍ
。
三
国
の
地
名
は
、
越
後
・
信
濃
・
上
野
の

三
カ
国
の
国
境
に
位
置
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
が
、

実
際
に
は
そ
の
国
境
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

崋
山
が
見
た
の
は
三
国
山
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

手
前
の
山
が
邪
魔
で
、
こ
の
山
が
見
え
る
か
疑
問
で

あ
る
。
見
え
た
と
し
て
も
、
遠
く
て
低
い
か
ら
見
え

る
高
さ
は
赤
城
山
の
半
分
く
ら
い
で
あ
ろ
う
。
並
び

か
ら
す
る
と
、
榛
名
山
（
最
高
峰
は
掃
部
ヶ
岳
、
一

四
四
八
ｍ
。
三
国
山
よ
り
や
や
低
い
が
、
近
い
か
ら

高
く
見
え
る
）
の
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

※

奈
良

武
蔵
国
幡
羅
郡
（
熊
谷
市
）。
奈
良
村
は
、

近
世
に
は
上
奈
良
村
・
中
奈
良
村
・
下
奈
良
村
・
奈

良
新
田
に
分
か
れ
て
い
た
。

※

善
が
谷

武
蔵
国
幡
羅
郡
善
ヶ
島
村
（
熊
谷
市
善
ヶ

島
）
か
。

※

妻
沼

武
蔵
国
幡
羅
郡
妻
沼
村
（
熊
谷
市
妻
沼
）。

中
山
道
熊
谷
宿
あ
た
り
か
ら
上
野
国
へ
の
脇
往
還
の

宿
駅
。

※

奈
良
、
吹
上
、
善
が
谷
、
妻
沼

村
の
名
を
並
べ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
熊
谷
か
ら
妻
沼
へ
の
街
道
の
村
と

は
違
い
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
並
べ
た
の
か
わ
か
ら

な
い
。

熊
谷
か
ら
妻
沼
ま
で
お
よ
そ
三
里
（
約
十
二
㎞
。
実
際

は
約
九
㎞
）。
こ
れ
（
妻
沼
）
は
利
根
川
に
沿
っ
た
村
で

熊
谷
よ
り
妻
沼
ま
で
凡
三
里
。
こ
れ
は
利
刀
川
に
そ
ひ

た
る
村
な
り
。
村
家
し
げ
く
た
て
ゝ
、
駅
め
き
た
り
。

斎
藤
実
盛
の
守
本
尊
八

（
マ
マ
）聖
天
の
社
あ
り
。
い
と
荘
厳
な

り
。
酒
店
に
飲
す
。
此
店
吸
も
の
ハ
か
も
、
う
ど
ん
を

う
る
。
魚
類
愈
す
く
な
し
。
江
戸
よ
り
登
る
魚
は
熊
谷

此
わ
た
り
を
か
ぎ
る
べ
し
。

▲ 
▲ 

▲ 

▲ 

山 
山 赤城山 

（黒檜山） 

1828ｍ 

▲ 
日光 
（男体山） 

2484ｍ 

▲ 
榛名山 

（掃部ケ岳） 
1448ｍ 

▲ ▲ 
仙ノ倉山 

2026ｍ 

▲ ▲ 
三国山 

1636ｍ 

桐生 

太田 ● 

● 
● 

利根川 

妻沼 

善ヶ島 

奈良 

熊谷 

吹上 

久下 

旧中山道 

山
と
町
村
の
位
置
関
係
（
略
図
）
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あ
る
。
村
家
が
集
ま
っ
て
建
っ
て
お
り
、
宿
駅
の
よ
う
で

あ
る
。
斎
藤
実
盛
の
守
り
本
尊
の
聖
天
の
社
が
あ
る
。
た

い
へ
ん
荘
厳
で
あ
る
。
酒
店
で
飲
酒
す
る
。
こ
の
店
は
、

吸
い
物
は
鴨
、
う
ど
ん
を
売
っ
て
い
る
。
魚
類
は
非
常
に

少
な
い
。
江
戸
か
ら
登
っ
て
く
る
魚
は
熊
谷
妻
沼
あ
た
り

が
限
界
で
あ
る
。

※

利
刀
川

利
根
川
。
越
後
山
脈
の
大
水
上
山
付
近
に

発
し
、
関
東
平
野
を
北
西
か
ら
南
東
へ
斜
め
に
横
断

し
、
銚
子
付
近
で
太
平
洋
に
注
ぐ
川
。
幹
川
流
露
延

長
は
三
二
二
㎞
で
日
本
で
は
信
濃
川
に
次
ぐ
長
さ
で

あ
る
が
、
全
流
域
面
積
は
一
万
六
八
四
〇
平
方
㎞
で

日
本
最
大
。
元
は
東
京
湾
に
注
い
で
い
た
が
、
十
七

世
紀
に
幕
府
に
よ
る
流
路
変
更
工
事
で
銚
子
か
ら
太

平
洋
に
流
出
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

※

斎
藤
実
盛

？
―
一
一
八
三.

。
武
蔵
国
幡
羅
郡
長

井
荘
（
熊
谷
市
北
部
、
旧
大
里
郡
妻
沼
町
）
に
住
し
、

長
井
斎
藤
別
当
と
称
す
。
源
義
朝
に
従
っ
て
保
元
・

平
治
の
乱
に
出
陣
し
た
が
、
義
朝
滅
亡
後
は
平
宗
盛

に
仕
え
、
源
頼
朝
挙
兵
後
も
平
氏
へ
の
忠
節
を
貫
い

た
。『
平
家
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
寿
永
二
年
（
一
一

八
三
）、
平
維
盛
に
従
っ
て
加
賀
国
篠
原
（
石
川
県

加
賀
市
）
で
源
義
仲
軍
と
戦
っ
た
際
、
七
十
余
歳
の

高
齢
を
隠
す
た
め
、
白
髪
を
黒
く
染
め
て
奮
戦
し
、

討
ち
死
に
し
た
。

※

聖
天
の
社

妻
沼
聖
天
山
。
長
井
荘
の
総
鎮
守
。
斎

藤
実
盛
が
創
建
し
た
と
伝
わ
る
。
江
戸
時
代
、
朱
印

五
十
石
。
熊
谷
市
妻
沼
。

（
熊
谷
駅
図
）

（
続
）

熊谷駅図

妻
沼
聖
天
山
（
聖
天
の
社
）



渡
辺
崋
山
筆

渡
辺
崋
山
筆

田
原
市
博
物
館
収
蔵
品
か
ら

田
原
市
博
物
館
収
蔵
品
か
ら

﹃
客
坐
掌
記

﹃
客
坐
掌
記︵
天
保
九
年
︶

︵
天
保
九
年
︶﹄
○5

三
社
詫 

　
大
明
梅
j
居
士
書 

「
ボ
ル
子
ヲ
」ハ
或
ハ「
ペ
レ
ヲ
」
ト
云
、
ヒ
ュ
ラ0

ケ
レ
マ
ン
テ
ン
ト
云
、
国
人
ハ「
ベ
レ
ヲ
」
ト
呼
、 

又
タ
ヤ
ッ
ケ
ル
人
ハ「
バ
ル
ヌ
イ
」
ト
云
、
新
和
蘭
に
近
、
地
球
中
大
島 

ニ
テ
亜
細
亜
に
属
ス
。
シ
ュ
ン
タ
ノ
海
門
、
半
島
、
満
刺
加
ノ
東
ニ
在
テ
、 

南
緯
四
度
、
北
緯
七
度
半
、
東
西
径
百
二
十
七
度
三
十
分
ヨ
リ 

百
三
十
九
度
三
十
分
間
ニ
亘
ル
、
其
長
サ
十
分
ニ
、
百
二
十
五
里
、
幅
員
百 

 

七
八
十
里
、
コヽ
ヲ
以
テ
其
地
面
払
良
察
全
国
ヨ
リ
甚
大
也
。
実
ニ 

「
ハ
ン
テ
ン
ホ
ス
」
人
名
　
ノ
説
ノ
如
シ
、
此
島
ハ
千
五
百
三
十
一
年
ホ
ル
ト
人
「
ゲ
ヲ
ル 

キ
ュ
ス
・
デ
・
メ
子
ツ
セ
」
ヨ
リ
但
千
六
百
九
十
年
前
ホ
ル
ト
人
バ
ン
ユ
ー
マ
ッ
シ
ン
グ 

と
云
所
ニ
ハ
落
ツ
カ
ズ
、
子
ー
テ
ル
ラ
ン
ト
ン
人
ハ
巳
千
六
百
四
年
ニ
シ
コ
ツ
カ
ダ
ナ
」
ト 

云
所
ヲ
領
分
ニ
せ
し
也
、
今
ニ
至
マ
テ
此
島
海
岸
十
一
、
二
里
ヨ
リ
深
キ 

奥
地
ハ
欧
邏
巴
人
ニ
知
レ
ザ
ル
也
、
是
ハ
林
ト
広
野
并
ニ
能 

道
路
乏
ク
、
且
土
人
ノ
暴
戻
に
て
、
其
先
ニ
進
ム
コ
ト
ヲ
防
タ
ケ
タ
ル 

也
。
北
ヨ
リ
南
へ
向
キ
海
岸
ニ
添
ふ
て
一
坐
ノ
山
ア
リ
、
多
ノ
水 

晶
ヲ
産
ス
、
コヽ
ヲ
モ
テ
「
子
ー
テ
ル
ラ
ン
ト
」
人
ハ
水
晶
山
ト
名
ク
。 

山
頂
ノ
一ツ
ハ
火
山
也
、
コ
レ
ヲ
「
チ
ガ
フ
ラ
ト
」
名
ク
。
概
テ
島
国
、
多
分 

梅
　
　
十
時
梅
j
（
一
七
四
九
〜
一
八
〇
四
）、
名
業
・
賜
、
字
季
長
・
子
羽
、

通
称
半
蔵
、
号
梅
j
・
顧
亭
・
清
夢
軒
、
伊
藤
東
所
に
学
び
、
天
明
四
年

（
一
七
八
四
）
伊
勢
長
島
藩
儒
と
な
り
、
藩
校
文
礼
館
の
祭
酒
と
な
っ
た
、
書

画
・
詩
文
・
篆
刻
を
能
く
し
た
。（
国
書
人
名
・
③
　
４
１
２
） 

ボ
ル
子
ヲ
　
勃
泥
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
カ
リ
マ
ン
タ
ン
、
北
西
部
は
マ
レ
ー
シ

ア
、（
サ
ラ
ワ
ク
州
）
ブ
ル
ネ
イ
。 

ベ
レ
ヲ
　
ブ
ル
ネ
イ
か
。 

ヒ
ュ
ラ
　
オ
ラ
ン
ダ
語
、vuur

　
火
山
島
。 

ケ
レ
マ
ン
テ
ン
　
カ
リ
マ
ン
タ
ン
。 

タ
ヤ
ッ
ケ
ル
　
ダ
ヤ
ク
族
、
非
イ
ス
ラ
ム
系
先
住
民
を
指
し
て
オ
ラ
ン
ダ
人
が

用
い
た
総
称
。 

バ
ル
ヌ
イ
　
ブ
ル
ネ
イ
　B

urnei

。 

新
和
蘭
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
。 

地
球
中
大
島
　
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
次
ぐ
世
界
第
三
の
島
、

面
積
約
七
五
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約
七
〇
〇
万
人
。 

シ
ュ
ン
タ
ノ
海
門
　Sunda,

　
ジ
ャ
ワ
島
・
ス
マ
ト
ラ
島
の
間
の
ス
ン
ダ
海
峡
。 

満
刺
加
　
マ
レ
ー
半
島
の
マ
ラ
ッ
カ
。 

東
西
径
百
二
十
七
度
三
十
分
　
現
在
一
〇
九
度
三
十
分
で
あ
る
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
世
界
地
図
は
、
本
初
子
午
線
と
し
て
、
カ
ナ
リ

ア
諸
島
の
イ
ェ
ロ
（
旧
称
フ
ェ
ロ
）
島
を
通
っ
て
い
た
、
こ
れ
は
一
六
三
四
年
の
パ

リ
会
議
で
確
定
さ
れ
た
が
、一
八
八
四
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
で
一
八
度
東
の
イ

ギ
リ
ス
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台
を
本
初
子
午
線
と
し
た
。 

 

払
良
察
　
フ
ラ
ン
ス
　
面
積
約
五
四
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。 

ハ
ン
テ
ン
ホ
ス
　
ヨ
ハ
ネ
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
ボ
ス
　B

osch,Johanncs van 
dcn

（
一
七
八
〇
〜
一
八
四
四
）一
八
三
〇
年
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
総
督
、一
八
三

四
年
植
民
大
臣
と
な
る
。 

ホ
ル
ト
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
　Portugal,

。 

ゲ
オ
ル
キ
ュ
ス
・
デ
・
メ
子
ツ
セ
　
未
詳
。 

バ
ン
ユ
ー
マ
ッ
シ
ン
グ
　B

anjarm
asin

　
バ
ン
ジ
ル
マ
シ
ン
、
南
カ
リ
マ
ン
タ
ン
、

一
六
〇
六
年
以
来
胡
椒
の
集
散
地
、一
七
三
三
年
城
砦
、
商
館
を
築
く
。 

子
ー
テ
ル
ラ
ン
ト
ン
人
　N

ederland

人
　
オ
ラ
ン
ダ
人
。 

シ
コ
ツ
カ
ダ
ナ
　Sukadana,

　
ス
カ
ダ
ナ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン

西
部
の
港
町
、一
六
二
二
年
に
ジ
ャ
ワ
人
が
当
地
を
略
奪
し
た
た
め
、
オ
ラ
ン

ダ
と
イ
ギ
リ
ス
は
引
き
揚
げ
た
。 

水
晶
山
　
未
詳
。 

チ
ガ
フ
ラ
ト
　
未
詳
。 

ト
ト
キ 

子
羽 

行伯 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ ＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

○
ホ
ル
ト
人
、蘭
人
よ
り
先
へ
見
出
シ
、来
住
ム
コ
ト
ハ
後
ナ
リ
ト
云
也
　
○
却
事
ハ
云
意
也 

ン 

サ
マ 

見
出
セ
リ
、 

8
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地
震
多
キ
　
環
太
平
洋
造
山
帯
、
火
山
、
地
震
、
津
波
が
多
い
。 

ベ
ン
サ
ル
　
未
詳
。 

バ
ン
イ
ル
マ
ッ
シ
ン
グ
　
未
詳
。 

ポ
ン
チ
ャ
ア
ナ
　
ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ク
。Pontianak,

西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
の

港
湾
都
市
、
ボ
ル
ネ
オ
島
西
部
、
カ
プ
ア
ス
川
デ
ル
タ
北
部
、
南
シ

ナ
海
に
臨
む
、
物
資
の
集
散
地
。 

ラ
ハ
　
未
詳
。 

サ
ン
バ
ス
　Sam

bas,

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
、
商
館

が
あ
っ
た
。 

ヨ
ン
ケ
ン
　
未
詳
。 

熱
地
　
熱
帯
雨
林
気
候
。 

二
気
候
　
乾
季
と
雨
季
。 

颶
風
　
台
風
。 

金
剛
玉
　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
　diam

ond

。 

カ
ラ
ー
テ
ン
　
カ
ラ
ッ
ト
　karaten

　
２
０
０
ミ
リ
グ
ラ
ム
。 

ラ
ン
ダ
ッ
ク
　
ラ
ン
ダ
ッ
ク
川
、
河
口
は
ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
。 

錫
　
錫
は
マ
ラ
イ
半
島
に
多
く
産
出
す
る
。 

 

カ
リ
ン
　
ハ
ン
ダ
。 

肉
豆
蒄
　
ニ
ク
ズ
ク
、
薬
用
に
す
る
、
果
皮
は
肉
質
、
健
胃
薬
、

香
味
料
に
使
わ
れ
る
。 

丁
子
　
丁
香
の
実
、
香
料
に
す
る
。 

桂
枝
　
香
木
、ニ
ッ
ケ
イ
。 

ベ
テ
ル
ト
　
未
詳
。 

龍
脳
　
樟
脳
。 

麒
麟
ケ
ツ
　
麒
麟
血
　
竜
血
樹
の
果
実
か
ら
と
れ
る
紅
色
の
樹

脂
、
着
色
剤
、
防
蝕
剤
と
な
る
。 

安
息
香
　
ア
ル
ソ
ク
香
。 

ス
ハ
ン
セ
リ
ー
ト
　
籘
。 

天
堂
鳥
　
極
楽
鳥
。 

ヘ
ソ
ア
ル
　
未
詳
。 

蝋
　
蜜
蝋
。 

猩
々
ヲ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
　orang

　oetan,

。 

ポ
ン
ゴ
ス
　
ゴ
リ
ラ
　pongo,

。 

ズ
ヱ
ー
子
レ
　
豚
　zw

ijin,

。 

大
亀
蛇
　
鰐
　alligator,

。 

火
山
多
、ハ
ケ
シ
キ
地
震
多
キ
ガ
如
ク
、
山
ノ
麓
ニ
大
ナ
ル
湖
水 

ア
リ
、
コ
レ
ヨ
リ
ベ
ン
サ
ル
」一
名
バ
ン
イ
ル
マ
ッ
シ
ン
ク
、一ハ
ポ
ン
チ
ャ
ア
ナ
、一ハ 

ラ
ハ
、
サ
ン
バ
ス
、
ヨ
ン
ケ
ン
等
ノ
諸
ノ
河
、
生
セ
リ
。
コゝ
ヲ
以
テ
年
々 

海
岸
卑
ク
ナ
リ
、
地
温
ニ
シ
テ
、
不
宣
也
。
此
地
熱
地
ナ
レ
ト
モ
、
万 

ノ
海
風
に
ヨ
リ
涼
ク
、
又
雨
多
、
且
昼
夜
ノ
一
般
ニ
揃
フ
事 

に
て
、
大
に
大
ニ
宜
敷
気
候
ナ
リ
、
但
シ
湿
気
あ
れ
、
甚
不
宜
、 

此
処
ニ
ハ
唯
、
二
気
候
ア
リ
、
則
、
日
照
り
時
と
雨
時
と
也
、 

又
颶
風
及
不
天
気
も
稀
ナ
ラ
ス
、
産
物
ハ
金
剛
玉
、
其 

中
ニ
ハ
、
或
ハ
ニ
、
三
十
ヨ
リ
四
十
カ
ラ
ー
テ
ン
程
ア
リ
、
金
多
く
、
別
而
「
ラ
ン
ダ
ッ
ク
」 

バ
ン
ユ
ー
ル
マ
ッ
シ
ン
ク
の
間
ニ
多
シ
、
鉄
、
銅
、
錫
も
又
ア
リ
、
錫
ニ
ハ 

 

鉛
ヲ
交
ヘ
カ
リ
ン
ト
名
ク
。
北
海
岸
ニ
ハ
真
珠
、
其
他
、
砂
糖
、 

胡
椒
、
肉
豆
蒄
、
丁
子
、
桂
枝
、
米
、
生
姜
、「
ベ
テ
ル
ト
」、 

亜
細
亜
ニ
比
ナ
キ
龍
腦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麒 

麟
ケ
ツ
、
安
息
香
、
杉
及
他
の
良
木
、
并
に
諸
材
木 

甚
多
シ
、
支
那
人
、
其
職
人
共
一
処
、
こ
ゝ
に
来
て
其
船 

を
造
営
す
、
又
、
能
キ
南
果
、
綿
、
竹
、
ス
ハ
ン
セ
リ
ー
ト
、 

西
国
米
、
食
ス
ヘ
キ
鳥
、
能
キ
天
堂
鳥
、ヘ
ソ
ア
ル
、
蝋
、
猩
々
、 

ポ
ン
ゴ
ス
、
象
、
虎
、
大
ナ
ル
野
牛
、
ズ
ヱ
ー
子
レ
、
水
牛
、
魚
、 

大
亀
蛇
（
ア
ッ
リ
カ
ル
ト
ロ
ス
）、
此
住
人
ヲ
三
百
万
人
ト
シ
、
又 

コ
レ
ハ
知
れ
さ
る
木
ヨ
リ
。ヤ
ニ
の
姓 

流
出
ス
。其
ヲ
年
々
四
千
五
百
目
送
リ
出
ス
。 

ト
ウ 

航
海
ニ 

チ
ャ
マ
ン 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ ＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

コ
ク
ラ
ク 
＊ 

ヲ
ラ
ン
タ
ー
グ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ ＊ 

ト
ウ
コ
ウ 
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私
は
『
少
年
物
語
渡
辺
崋
山
』
を
読
む
ま
で
、
渡
辺
崋

山
と
い
う
人
の
こ
と
を
何
と
な
く
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
、
れ
き
史
に
残
る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
と
い
う

こ
と
ぐ
ら
い
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
本
を
読
ん
だ
後
は
、

崋
山
に
対
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
ま
し
た
。崋
山
は
、

努
力
を
た
く
さ
ん
し
て
、
人
よ
り
も
先
の
事
を
考
え
て
い

た
人
で
し
た
。
ま
た
、
悪
口
を
言
わ
れ
て
も
、
自
分
の
意

見
を
つ
ら
ぬ
き
通
し
た
し
、
人
を
気
づ
か
っ
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。

崋
山
は
、
小
さ
い
時
か
ら
落
ち
つ
い
て
い
て
、
そ
れ
で

い
て
、
注
意
深
い
、
そ
ん
な
子
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
十
二

歳
の
時
、
日
本
橋
の
辺
り
で
、
岡
山
備
前
三
十
五
万
石
、

池
田
公
の
若
君
の
大
名
行
列
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
、
さ

ん
ざ
ん
の
の
し
ら
れ
、暴
力
を
ふ
る
わ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

で
も
絶
対
に
、
田
原
藩
の
武
士
で
あ
る
事
や
、
父
の
名
前

な
ど
を
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
相
当
つ
ら
か
っ
た
は
ず
な

の
に
、
決
し
て
言
わ
な
い
。
強
い
心
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
卓
球
を
習
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
心
の
強
さ
は
、

自
分
に
足
り
な
い
部
分
な
の
で
手
本
に
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

崋
山
は
、
蛮
社
の
獄
で
捕
ら
え
ら
れ
た
後
、
国
元
の
田

原
で
の
ち
っ
居
を
言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
崋
山

に
対
し
て
の
悪
口
が
た
っ
て
き
ま
し
た
。
最
初
は
気
に
し

な
か
っ
た
崋
山
で
し
た
が
、「
と
の
様
に
対
し
て
迷
わ
く
」

と
い
う
う
わ
さ
が
耳
に
入
り
、
自
刃
し
ま
し
た
。
こ
の
事

に
つ
い
て
私
は
、
う
わ
さ
を
す
る
人
が
悪
い
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
崋
山
も
そ
こ
ま
で
、
責
任
を
感
じ
な
く
て
も

良
い
の
に
と
も
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
崋
山
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
、
田
原

市
博
物
館
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、「
商
人
八
訓
」

や
、「
八
勿
の
訓
戒
」
な
ど
崋
山
の
有
名
な
言
葉
が
書
か

れ
た
色
紙
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
横
に
「
田
原
ハ
武
ヲ
搆

ジ
徳
ヲ
敷
キ
…
」
と
い
う
色
紙
が
あ
り
、
意
味
が
気
に
な

っ
た
の
で
博
物
館
の
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

次
の
よ
う
な
意
味
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

『
小
さ
な
田
原
が
百
年
先
ま
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、

工
夫
が
第
一
。
人
を
思
う
「
徳
」
す
な
わ
ち
、
人
を
大
事

に
す
る
心
が
無
い
と
、
田
原
の
存
続
は
危
な
い
』

こ
の
意
味
を
知
っ
て
、
私
は
、（
昔
書
か
れ
た
も
の
な

の
に
、
現
代
に
な
っ
て
も
通
じ
る
な
ん
て
す
ご
い
）
と
思

い
ま
し
た
。
後
に
な
っ
て
知
っ
た
こ
と
で
す
が
、
田
原
の

図
書
館
や
武
道
場
に
も
、
こ
の
言
葉
が
書
に
な
っ
て
か
ざ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

卓
球
で
も
、
気
配
り
目
配
り
が
で
き
な
い
と
強
く
な
れ

な
い
と
、
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
を
思
う
気
持
ち
や
心

が
、
と
て
も
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
前
の
方
で

渡
辺
崋
山
を
知
っ
て

福
江
小
学
校
　
天
　
野
　
史
　
菜

「
少
年
物
語
　
渡
辺
崋
山
」 

　
　
　
読
書
感
想
文
に
つ
い
て 

    

　
財
団
法
人
崋

山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺

崋
山
先
生
の
功

績
を
後
世
に
伝

承
す
る
事
業
の

一
環
と
し
て
、

毎
年
市
内
小
学

六
年
生
に
対
し
、「
少
年
物
語
　
渡
辺
崋
山
」
の
冊
子

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
感
想
文
の
募
集

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
四
十
四
件
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
こ
の
中
か
ら
優
秀
賞
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
五
点
の
作

品
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
学
童
の
皆
さ
ん
や
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
各
学
校
の
先
生
方
々
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

財
団
法
人
崋
山
会
事
務
局 



書
い
た
よ
う
に
、
心
を
強
く
し
て
い
き
た
い
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。

崋
山
の
残
し
た
言
葉
な
ど
を
元
に
し
て
、
私
も
、
も
っ

と
自
分
を
良
く
、
そ
し
て
、
強
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

崋
山
先
生
は
、
ま
っ
す
ぐ
な
人
で
す
。
決
し
て
曲
が
っ

た
こ
と
を
し
な
い
人
で
す
。
人
と
し
て
正
し
い
道
を
は
ず

さ
ず
、
い
つ
も
清
い
心
で
人
々
の
た
め
に
つ
く
し
た
人
で

す
。
そ
の
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
行
い
は
、
ま
っ
す
ぐ
な
心

を
表
し
て
い
ま
す
。
死
ぬ
時
さ
え
も
。

崋
山
先
生
は
、
正
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
何
が
あ
っ
て

も
曲
げ
な
い
、
ま
っ
す
ぐ
な
意
志
を
持
っ
た
人
で
す
。
日

本
の
国
を
守
る
た
め
に
、
ま
っ
す
ぐ
な
強
い
心
で
立
ち
向

か
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ろ
う
屋
に
い
れ
ら
れ
て
も
。
病
気

に
な
っ
て
も
。

農
作
物
が
で
き
な
く
て
、
多
く
の
人
が
お
腹
を
す
か
せ

て
死
ん
で
し
ま
う
年
が
あ
り
ま
し
た
。
崋
山
先
生
は
倉
に

米
を
た
く
わ
え
て
お
く
方
法
を
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
倉
の
中
に
入
れ
る
米
を
寄
付
し
ま
し
た
。
自
分
の
絵

を
売
っ
た
お
金
を
全
部
お
米
に
か
え
て
。
そ
の
お
米
の
お

か
げ
で
、
田
原
で
は
一
人
も
う
え
て
死
ぬ
人
が
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
崋
山
先
生
は
、
自
分
第
一
で
は
な
い
の
で
す
。

自
分
の
こ
と
よ
り
人
を
助
け
る
人
な
の
で
す
。
欲
が
な
い

の
で
す
。
わ
た
し
は
、
自
分
の
心
の
せ
ま
さ
に
気
づ
い
て
、

は
ず
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
ん
な

心
を
持
つ
崋
山
先
生
の
人
が
ら
に
ど
ん
ど
ん
引
き
よ
せ
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。

魚
屋
の
男
が
商
売
が
で
き
ま
せ
ん
と
い
っ
て
き
た
時

は
、
商
売
が
で
き
る
ぐ
ら
い
の
お
金
を
か
き
集
め
て
め
ぐ

ん
で
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
魚
屋
が
お
礼
に
持
っ
て
き
た
魚

も
買
い
上
げ
、買
い
上
げ
た
魚
も
返
し
て
や
っ
た
の
で
す
。

自
分
だ
っ
て
貧
し
い
の
に
。
そ
の
他
の
多
く
の
人
に
も
、

救
い
の
手
を
差
し
の
べ
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
周
り
の
人
の

こ
と
を
考
え
ら
れ
る
な
ん
て
。

崋
山
先
生
は
、
自
分
で
死
を
選
び
ま
し
た
。
そ
の
理
由

も
、
生
き
て
い
る
だ
け
で
家
族
や
と
の
様
に
迷
わ
く
が
か

か
る
と
考
え
た
か
ら
な
の
で
し
た
。
自
分
の
命
さ
え
も
、

周
り
の
人
の
た
め
に
な
ら
捨
て
ら
れ
る
な
ん
て
。
崋
山
先

生
の
生
き
方
は
、
人
と
し
て
正
し
く
、
清
ら
か
で
、
思
い

や
り
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ま
っ
す
ぐ
な
生
き
方

に
、
わ
た
し
は
心
を
う
た
れ
ま
し
た
。

崋
山
先
生
は
、
と
の
様
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
な
大
学
者

に
な
ろ
う
と
決
心
を
し
、
毎
日
毎
日
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な

合
間
で
も
時
間
を
お
し
ん
で
勉
強
を
し
ま
し
た
。
こ
う
と

決
め
た
こ
と
は
貫
き
通
す
、
ま
っ
す
ぐ
で
強
い
意
志
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
崋
山
先
生
は
日
本
の
将
来
に
不
安
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。
日
本
の
た
め
に
外
国
の
学
問
を
取
り
入

れ
よ
う
と
必
死
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
と
い
う
国
を
守
ろ

う
と
し
た
の
で
す
。
で
も
そ
の
た
め
に
牢
屋
に
入
れ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
牢
屋
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
自

分
の
考
え
を
曲
げ
な
か
っ
た
の
で
す
。
カ
ビ
く
さ
い
牢
屋

の
中
で
日
本
の
事
、
家
族
の
こ
と
、
将
来
の
日
本
へ
の
不

安
を
抱
え
て
じ
っ
と
た
え
て
い
た
崋
山
先
生
。
そ
の
ま
っ

す
ぐ
な
強
さ
に
、
わ
た
し
も
そ
ん
な
人
に
な
り
た
い
と
い

う
あ
こ
が
れ
を
も
ち
ま
し
た
。

こ
ん
な
ま
っ
す
ぐ
で
素
晴
ら
し
い
人
が
田
原
を
守
り
、

田
原
を
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
ほ
こ
り
に
思

い
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
わ
た
し
も
ま
っ
す
ぐ
に
生
き
て

い
き
た
い
で
す
。

田
原
市
に
は
、
崋
山
会
館
と
い
う
建
物
が
あ
り
ま
す
。

建
物
に
名
前
が
付
く
ぐ
ら
い
な
の
で
ど
ん
な
人
な
ん
だ
ろ

う
と
思
い
、
こ
の
本
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。

渡
辺
崋
山
は
、
江
戸
に
産
ま
れ
、
田
原
の
殿
様
の
家
来

で
渡
辺
定
通
の
長
男
で
し
た
。
崋
山
は
、
弟
や
妹
が
多
く

『
渡
辺
崋
山
』
を
読
ん
で

亀
山
小
学
校
　
山
　
本
　
健
　
人

『
渡
辺
崋
山
』
を
読
ん
で

中
山
小
学
校
　
森
　
下
　
風
　
香
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て
父
親
も
病
気
に
か
か
り
、
家
が
と
て
も
貧
し
く
て
好
き

な
勉
強
も
で
き
ず
に
得
意
な
絵
を
売
っ
て
生
活
を
助
け
て

い
き
ま
す
。
学
者
に
な
り
た
か
っ
た
崋
山
は
、
時
間
を
見

つ
け
て
は
勉
強
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
昔
の
時
代
は
自
由

に
な
る
時
間
が
少
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
外
国
の
本
を
読

も
う
と
し
て
も
訳
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
大
変

苦
労
し
ま
し
た
。
今
な
ら
分
か
ら
な
い
事
は
、
辞
書
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
調
べ
れ
ば
す
ぐ
答
が
分
か
る
の

で
、
昔
と
比
べ
る
と
す
ご
く
楽
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

崋
山
は
家
老
に
な
っ
て
も
、
い
ば
る
わ
け
で
も
な
く
田

原
藩
の
殿
様
や
村
の
人
の
た
め
に
、
自
分
の
か
い
た
絵
な

ど
を
使
っ
て
田
原
藩
の
借
金
を
減
ら
そ
う
と
努
め
た
り
、

農
業
の
や
り
方
や
食
用
の
り
な
ど
を
研
究
し
、
産
業
を
盛

ん
に
し
た
り
し
ま
し
た
。

ぼ
く
の
家
も
、
キ
ャ
ベ
ツ
農
家
な
の
で
、
崋
山
の
お
か

げ
で
田
原
市
の
農
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
ん
だ
と
知
り
、
ぼ

く
の
先
祖
の
生
活
を
楽
に
し
て
く
れ
た
崋
山
に
感
謝
の
気

持
ち
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

崋
山
は
田
原
藩
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
国
の

事
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
に
な
る
の
で
は
と
心
配
し
、

高
野
長
英
と
話
を
し
、
志
の
高
い
政
治
家
に
読
ん
で
も
ら

う
た
め
、『
慎
機
論
』
な
ど
を
書
い
た
り
、
浦
賀
湾
測
量

で
は
、
江
川
太
郎
左
衛
門
に
力
を
貸
し
、
海
岸
防
備
に
力

を
そ
そ
い
だ
り
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
に
小
笠
原

に
う
ら
ま
れ
て
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
外
国
と
商
売
を
し
て

い
る
と
悪
い
ウ
ワ
サ
を
流
さ
れ
て
、
罪
人
に
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
最
後
は
、
牢
の
中
で
か
か
っ
た
皮
ふ
病
に
苦
し

み
、
殿
様
に
め
い
わ
く
が
か
か
る
の
を
心
配
し
て
自
殺
し

て
し
ま
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、『
少
年
物
語
渡
辺
崋
山
』
を
読
ん
で
、
田
原

市
に
崋
山
神
社
や
、
崋
山
会
館
が
あ
る
の
は
、
渡
辺
崋
山

が
田
原
市
の
発
展
の
た
め
に
力
を
つ
く
し
て
く
れ
た
人
だ

か
ら
な
ん
だ
と
思
い
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
田
原
市
の
事

が
少
し
分
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
ぼ
く
も
崋
山
先
生
の
よ

う
に
、
家
族
を
大
切
に
し
て
、
弱
い
人
達
を
助
け
ら
れ
る

よ
う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
渡
辺
崋
山
先
生
の
こ
と
は
あ
ま
り
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
、
本
を
読
ん
で
崋
山
先
生
の
こ
と
が
た
く

さ
ん
分
か
り
ま
し
た
。
読
ん
で
み
て
「
崋
山
先
生
は
本
当

に
す
ご
い
人
だ
な
」
と
思
っ
た
こ
と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
崋
山
先
生
は
小
さ
い
頃
か
ら
大
き
な
度
胸

を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
崋
山
先
生
は
子
ど
も

の
頃
、
車
に
触
れ
て
み
ぞ
に
落
ち
た
と
き
、
泣
き
も
せ
ず
、

立
ち
上
が
ろ
う
と
も
せ
ず
、
仰
向
け
に
落
ち
た
ま
ま
す
ま

し
こ
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。
私
は
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
、

崋
山
先
生
は
本
当
に
大
き
な
度
胸
を
も
っ
て
い
た
人
だ
っ

た
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
私
も
、
何
事
に
も
動
じ
な
い

心
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
を
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
崋
山
先
生
は
絵
や
書
道
の
勉
強
、
外
国
の
勉
強

を
た
く
さ
ん
し
た
そ
う
で
す
。
し
か
も
、
貧
乏
な
の
に
が

ん
ば
っ
て
本
を
買
っ
て
一
生
け
ん
命
勉
強
を
し
ま
し
た
。

勉
強
を
た
く
さ
ん
し
て
い
た
の
で
、
ね
る
時
間
も
四
時
間

く
ら
い
し
か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
、
そ
の
お
か
げ

で
、
日
本
の
た
め
に
様
々
な
こ
と
を
し
て
、
助
け
る
こ
と

が
で
き
た
ん
だ
な
と
分
か
り
ま
し
た
。

三
つ
目
は
、
日
本
の
た
め
に
大
き
く
働
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
崋
山
先
生
と
高
野
長
英
と
い
う
人
は
、
日
本
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
心
配
し
て

い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
幕
府
の
考
え
が
変
わ
る
よ
う
に
、

『
夢
物
語
』
と
『
慎
機
論
』
を
書
き
ま
し
た
。
で
も
、
そ

の
願
い
は
叶
わ
ず
、
と
う
と
う
牢
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
崋
山
先
生
は
皮
膚
病
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
殿
様
に
引
き
渡
さ
れ
、
田
原
で
罪
人
と
し
て
家

に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
ろ
と
言
い
渡
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
崋
山
先
生
は
親
し
い
人
た
ち
に
書
き
置
き

を
残
し
て
、
自
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
崋
山
先
生
は
、

日
本
の
た
め
を
思
っ
て
し
た
こ
と
な
の
に
、
牢
に
入
れ
ら

れ
、
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
正
し
い
こ
と
を
し
て
い

郷
土
の
偉
人
「
渡
邊
崋
山
」

高
松
小
学
校
　
堀
　
　
う

ら

ら
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た
の
に
、
な
ぜ
幕
府
は
崋
山
先
生
の
考
え
た
こ
と
が
分
か

ら
な
か
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

崋
山
先
生
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
人
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。崋

山
先
生
が
椿
山
に
あ
て
た
書
き
置
き
の
中
に
、「
数

年
経
っ
て
、
ま
た
世
の
中
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
ら
、
悲

し
ん
で
く
れ
る
人
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
今
考
え
る
と
、
そ
の
当
時
に
も
悲
し
ん
で

く
れ
る
人
は
い
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
と
私
は
思
い
ま
し

た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
崋
山
先
生
の
ま
わ
り
に
は
、
先

生
を
信
じ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら

月
日
が
経
ち
、
崋
山
先
生
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。

崋
山
先
生
の
本
を
読
ん
だ
り
、
校
長
先
生
の
話
を
聞
い

て
、
私
も
崋
山
先
生
の
よ
う
な
立
派
な
人
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
崋
山
先
生
の
こ
と
を
も
っ
と
調

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
去
年
の
崋
山
劇
「
板
橋
の
別
れ
」
に
ナ
レ
ー
タ

ー
役
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
崋
山
先
生
は
、
小
さ
い
頃

か
ら
と
て
も
貧
し
い
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
が
原
因
で
、
弟
の
熊
次
郎
と
生
き
別
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
そ
の
、
別
れ
の
場
面
を
劇
に
し
た
も
の
が
「
板
橋

の
別
れ
」
で
す
。

私
に
は
一
人
お
兄
さ
ん
が
い
ま
す
。よ
く
け
ん
か
し
て
、

大
嫌
い
と
思
う
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ

の
お
兄
さ
ん
と
今
か
ら
ず
っ
と
別
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
と
思
う
と
、
す
ご
く
さ
み
し
い
で
す
。
崋
山
先
生
は
、

弟
と
別
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
本
当
に
悲
し
い
思
い
を
し
た

ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
崋
山
先
生
の
悲
し
み
や

つ
ら
さ
、
ま
た
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
生
き
て
い
こ
う

と
す
る
強
さ
が
表
現
で
き
る
よ
う
に
と
練
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

私
に
は
以
前
か
ら
不
思
議
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
崋
山
先
生
が
小
さ
い
頃
か
ら
貧
乏
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
、
田
原
藩
の
家
老
の
家
な
ら
お
金
も
あ
る

と
思
っ
て
い
た
の
で
、
ず
っ
と
な
ぜ
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
お
父
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
み

る
と
、

「
江
戸
時
代
の
武
士
は
貧
乏
な
人
が
多
い
ん
だ
よ
。
そ

れ
に
、
田
原
藩
は
小
さ
な
藩
だ
っ
た
か
ら
、
領
地
の
運
営

は
と
っ
て
も
大
変
だ
っ
た
ん
だ
と
思
う
な
。」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。
大
名
と
呼
ば
れ
る
人
も
、
借
金
を
し

な
い
と
領
地
の
運
営
が
出
来
な
い
事
を
知
っ
て
、
と

て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

「
立
志
」
の
中
で
、
崋
山
先
生
は
勉
学
の
道
に
進
も
う

と
ち
か
い
を
立
て
ま
す
。
そ
の
後
、
寝
る
間
を
お
し
ん
で

ひ
た
す
ら
勉
強
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
お
父
さ
ん
の
た
め

に
中
止
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
家
出
を
し
て
ま
で
も
、
長

崎
へ
行
っ
て
外
国
の
技
術
を
学
ぼ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

自
分
は
行
け
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
田
原
藩
の
家
老
に
な
っ

て
か
ら
は
、若
い
人
達
を
長
崎
に
勉
強
さ
せ
に
行
か
せ
て
、

「
田
原
の
兵
学
は
日
本
一
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
し
た
そ

う
で
す
。
き
っ
と
こ
れ
は
、
勉
強
に
行
か
せ
て
も
ら
っ
た

人
が
崋
山
先
生
の
姿
を
見
習
い
、
必
死
に
勉
強
し
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
ま
た
、
そ
う
い
う
人
を
見
習
い
、

が
ん
ば
っ
て
勉
強
し
な
く
ち
ゃ
な
と
思
い
ま
し
た
。

崋
山
先
生
の
最
期
は
と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。
崋
山

先
生
は
今
の
私
た
ち
か
ら
す
る
と
何
も
悪
く
は
な
い
の

に
、
崋
山
先
生
の
す
ご
さ
で
有
名
に
な
れ
な
か
っ
た
人
が

崋
山
先
生
へ
の
悪
口
を
言
い
は
じ
め
た
の
で
す
。
家
族
や

友
人
に
迷
惑
が
か
か
る
と
思
い
十
月
十
一
日
、
崋
山
先
生

は
切
腹
し
ま
し
た
。

私
は
崋
山
先
生
が
も
う
少
し
生
き
て
い
て
く
れ
た
ら
、

も
っ
と
活
躍
し
て
く
れ
た
の
に
と
思
い
ま
す
。

私
は
崋
山
先
生
ほ
ど
勉
強
も
出
来
な
い
し
、
努
力
も
し

な
い
で
い
た
け
れ
ど
、
こ
れ
か
ら
は
少
し
ず
つ
崋
山
先
生

の
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
周
り
を

思
い
や
る
心
を
持
つ
人
に
、
も
っ
と
も
っ
と
な
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

『
少
年
物
語
　
渡
辺
崋
山
』
を
読
ん
で

田
原
中
部
小
学
校
　
井
　
上
　
歩
　
美
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「
此
日
終
日
揮
洒
」
と
一
日
中
頼
ま
れ
た
絵
を
か
い
て

い
た
記
述
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
と
来
客
が
あ
り
ま

し
た
。

・
川
澄
又
二
郎
（
家
老
）
…
藩
政
の
話
を
し
ま
す
。

・
信
亮
院
（
九
日
に
弟
子
入
り
し
た
西
光
寺
住
職
）
…
絵

を
写
す
た
め
の
手
本
で
あ
る
臨
本
を
求
め
ま
す
。

・
佐
藤
半
助
（
家
老
）
…
酒
、
重
詰
、
梅
干
等
を
送
っ
て

き
ま
す
。
前
日
の
奏
者
番
の
件
で
、
康
直
に
よ
く
ぞ
意

見
を
し
て
く
れ
た
、
と
い
う
お
礼
で
し
ょ
う
か
。
さ
ら

に
、
村
松
百
度
（
近
習
取
次
頭
）
か
ら
は
、
か
す
付
魚
、

し
ぐ
れ
蛤
。

・
中
村
玄
喜
（
藩
医
）
…
和
地
か
ら
来
た
と
い
う
こ
と
で

海
苔
を
持
っ
て
来
ま
す
。
そ
こ
で
、
崋
山
は
、
簀
と
わ

く
を
出
し
、
海
苔
の
製
法
を
伝
え
ま
す
。
和
地
の
海
苔

は
、
既
述
の
よ
う
に
二
月
五
日
に
口
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
物
が
集
ま
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
こ
の

日
は
、
赤
井
覚
右
衛
門
、
鈴
木
喜
六
、
中
村
玄
喜
、
生
田

謙
吉
、
鈴
木
春
三
と
小
酌
を
し
ま
す
。

こ
の
日
に
は
、「
終
日
、
啄
木
来
た
ゝ
く
」
と
、
一
日
中

き
つ
つ
き
が
木
を
つ
つ
い
て
い
た
記
述
が
あ
り
、
来
客
者

に
聞
い
た
の
か
、
江
戸
人
で
あ
る
崋
山
が
き
つ
つ
き
の
木

を
つ
つ
く
音
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
興
味
が
も
た
れ
ま
す
。

日
に
ち
が
変
わ
っ
た
の
で
、
新
た
な
ペ
ー
ジ
か
ら
書
き

始
め
れ
ば
、
と
思
う
の
で
す
が
、
十
六
日
の
こ
と
が
書
か

れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
の
最
後
の
行
に
、「
十
七
日
陰
夕
大
風

晴
」
と
書
か
れ
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
十
七
日
の
出
来
事
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
の
と
こ
ろ
に
も
最
後
の
行
に
日
付
を
書
い
て
ペ
ー

ジ
を
変
え
て
い
る
こ
と
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

別
々
の
日
に
書
い
た
の
で
は
な
く
、
同
じ
日
に
ま
と
め
て

書
い
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
二
月
七
日
の
と
こ

ろ
に
は
、「
予
先
だ
ち
て
寝
た
り
」
と
明
ら
か
に
別
の
日

に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
考
え
る

と
、
何
と
な
く
筆
跡
も
同
じ
日
に
書
か
れ
た
よ
う
に
思
わ

れ
て
き
ま
す
。

十
五
日
の
記
述
で
は
、
崋
山
の
諫
言
に
よ
り
康
直
の
奏

者
番
内
願
の
こ
と
は
片
が
着
い
た
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す

が
、
こ
の
日
も
奏
者
番
の
件
で
一
騒
動
あ
っ
た
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
く
な
り
ま
す
が
、
こ
の
日
の
記
述

を
次
に
引
用
し
て
お
き
ま
す
。

「
御
城
に
登
。
上
御
内
願
の
御
事
に
て
明
日
江
戸
へ
御

便
御
差
出
あ
ら
ん
。
よ
り
て
隼
之
助
へ
御
書
御
案
文
可
申

上
と
の
御
事
、
喜
六
御
使
に
て
御
さ
た
あ
れ
バ
、
直
可
申

上
候
ハ
上
御
内
願
之
事
ハ
此
上
な
き
御
精
勤
之
御
思
召
に

て
あ
ら
せ
ら
れ
、
私
共
も
あ
り
が
た
く
存
上
候
半
也
。
さ

れ
ど
も
如
此
所
為
を
も
て
如
此
思
召
す
所
を
御
も
と
め
被

游
候
ハ
、
木
に
縁
り
魚
を
も
と
む
る
に
て
候
。
こ
れ
迄
私

此
地
出
て
凡
十
五
日
ニ
及
候
得
共
、
御
一
言
民
ニ
及
候
御

こ
と
葉
な
く
、
唯
々
御
内
願
と
計
之
事
に
て
ハ
、
其
根
元

已
ニ
御
失
ひ
被
游
候
也
。
た
ゞ
御
同
席
が
た
の
御
浮
気
に

御
つ
れ
被
游
候
而
ハ
、
本
末
に
御
こ
ゝ
ろ
つ
け
さ
せ
ら
れ

ず
候
ま
ゝ
、か
く
首
尾
御
合
な
き
御
沙
汰
あ
る
な
り
な
ど
、

二
月
十
七
日

二
月
十
七
日

二
月
十
七
日

二
月
十
七
日

二
月
十
六
日

二
月
十
六
日

二
月
十
六
日

二
月
十
六
日
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恐
多
も
身
を
か
え
り
見
ず
、
こ
れ
ま
で
の
御
事
な
ど
引
出

し
申
上
た
れ
ど
、
御
け
し
き
よ
し
。」

こ
の
日
の
記
述
は
、
崋
山
の
勘
違
い
で
十
五
日
の
出
来

事
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

①
こ
の
日
の
記
述
は
、
二
日
前
に
諫
言
し
た
こ
と
に
一
言

も
ふ
れ
て
い
な
い
。

②
「
こ
れ
迄
私
此
地
出
て
凡
十
五
日
ニ
及
候
得
共
」
と
あ

る
が
、
崋
山
の
田
原
着
は
先
月
末
で
、
十
五
日
な
ら
計

算
が
あ
う
。

③
防
風
の
例
こ
そ
な
い
が
、
十
五
日
の
諫
言
が
、「
御
ひ

と
言
も
此
た
め
に
被
仰
出
た
る
事
な
き
ハ
い
か
に
や
」

で
、
こ
の
日
が
、「
御
一
言
民
ニ
及
候
御
こ
と
葉
な
く
」

で
、
似
て
い
る
こ
と
。

こ
の
記
述
の
後
、「
難
船
一
件
の
事
に
て
田
中
三
右
衛

門
が
中
人
に
て
水
野
対
馬
守
様
へ
御
願
の
御
直
書
被
為
進

候
半
様
に
と
の
事
、
村
奉
行
祐
左
衛
門
、
杢
右
衛
門
呼
出

し
申
き
か
せ
上
へ
も
ね
が
ふ
。」
と
あ
り
ま
す
の
で
、
難

船
の
件
で
登
城
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
難
船
の
件
と

は
、
本
会
報
十
七
号
で
書
い
た
紀
州
難
破
船
貨
物
横
領
事

件
の
こ
と
で
す
。

こ
の
後
、「
此
度
も
ら
ひ
も
の
」
と
し
て
、
崋
山
が
も

ら
っ
た
物
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

煮
豆
　
紫
蘇
ミ
ソ
漬
　
酒
ト
ク
リ
共
来

豆
入
タ
ケ
ノ
コ

コ
ウ

く

鈴
木
弥
太
夫

に
し
め
　
う
め
干
　
酒
　
モ
チ

佐
藤
半
助

か
ず

く
お
く
れ
る
　
い
ろ

く
世
話

金
山
寺
　
ゴ
ボ

ウ
　
鳥
　
コ
ウ
ノ
モ
ノ
　
い
か
の
煮
付

雪
吹
伊
織

酒
　
め
し
　
に
し
め

平
山
忠
左
衛
門

ゴ
マ
メ
　
酒
三
合
　
招
飲
酒

鈴
　
　
　
春
三

防
風

大
嶋
祐
左
衛
門

青
の
り
　
五

二
村
吉
太
夫

酒

河
合
平
左
衛
門

ナ
ッ
ト
ウ
　
茶
飯
　
に
し
め
三
重

中
村
玄
喜

猪
肉

鈴
木
俊
二

コ
ノ
ハ
タ
　
ナ
ッ
ト
ウ
二
度
　
ウ
ド
ン

ボ
ラ

酒
　
カ
キ
　
カ
キ

萱
生
松
山

吉
田
干
菓
子
　
酒
焼
酎
　
ヤ
キ
ゴ
メ

生
田
何
右
衛
門

酒
　
鍋
や
き
　
た
ま
ご
　
桜
　
松
露

間
瀬
弘
人

酒
　
に
ま
め
　
又
に
ま
め
三
度

萱
生
源
左
衛
門

酒

大
羽
攝
津

時
雨
蛤
　
糟
漬
魚
大
鮒

村
松
百
度

ボ
ラ
　
半
切
ト
ウ
フ

近
藤
麗
助

串
ア
サ
リ
　
又
同

井
上
半
吾

亀
嶋
ノ
リ
　
白
魚
　
タ
マ
ゴ

中
村
四
郎
兵
衛

ワ
ラ
ビ
　
イ
カ
五
ツ

市
川
茂
平
太

鴨

ア
バ
ラ
佐
兵
衛

ワ
ラ
ビ
　
ソ
ウ
メ
ン
　
ナ
マ
コ

渡
辺
長
門

松
露
　
招
飲

赤
井
覚
右
衛
門

酒
　
重
詰
五
ツ
　
ニ
マ
メ
　
兎
カ
キ
肉

町
庄
七

ミ
ソ
漬
午
房
　
茶
メ
シ
　
ミ
ソ
付

信
亮
院

ソ
バ
コ
　
コ
ブ
　
ノ
リ

松
岡
貢

茶
飯
　
重
ヅ
メ

平
山
喜
太
郎

黒
鯛
弐
ツ
　
菜
飯

上
条
喜
兵
衛

ボ
ラ
　
酒

雪
吹
竜
保

烏
賊
一
ツ
ト

玉
置
恒
右
衛
門

酒
　
さ
か
な
三
重
　
茶
飯
　
菜

竜
門
寺

名
古
屋
菓
子
　
吉
田
菓
子

森
田
文
左
衛
門

マ
ン
ヂ
ウ
　
モ
チ

金
田
応
蔵

菓
子

竜
泉
寺

（
続
）

研
究
会
員
　
柴
田
雅
芳
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申
込
場
所
　
崋
山
会
館
事
務
室 

毎
月
第
四
土
曜
日
研
究
会 

視
察
研
修
（
年
一
回
）
に
参
加
で
き
ま
す
。 

 

入
会
申
込
書
に
年
会
費
千
円
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

特
典 

　
博
物
館
へ
の
無
料
入
館 

　
展
覧
会
・
催
し
物
の
お
知
ら
せ 

　
見
学
会
に
参
加
で
き
ま
す
。 

博
物
館
だ
よ
り
（
年
数
回
）･

崋
山
会
報
を

お
送
り
し
ま
す
。 

秋
の
企
画
展

新
春
企
画
展

      〜
十
一
月
六
日
（
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
崋
山
没
後
一
七
〇
年
江

戸
後
期
の
新
た
な
試
み
　
洋
風
画
家
谷
文
晁
・

渡
辺
崋
山
が
描
く
風
景
表
現
 

（
特
別
展
示
室
・
企
画
展
示
室
一
） 

　
文
晁
・
崋
山
を
中
心
に
、
同
時
期
の
洋
風

画
家
の
作
品
か
ら
当
時
の
人
々
が
見
た
風
景
、

幕
末
か
ら
明
治
に
登
場
し
た
名
所
浮
世
絵

を
概
観
し
、
江
戸
と
い
う
時
代
を
現
代
に
よ

み
が
え
ら
せ
ま
す
。 

同
時
開
催
：
愛
知
県
美
術
館
サ
テ
ラ
イ
ト

展
示
（
企
画
展
示
室
二
） 

 一
月
五
日
（
木
）
〜
二
月
五
日
（
日
） 

　
　
　
　
　
　
　
故
郷
へ
の
想
い
　
大
岡

澄
雄
展
―
水
彩
・
油
彩
画
の
世
界
―
 

　
大
岡
澄
雄
は
、
田
原
市
堀
切
町
に
生
ま
れ
、

現
在
も
東
京
で
日
本
水
彩
画
会
常
務
理
事

と
し
て
活
躍
。
故
郷
「
渥
美
半
島
」
へ
の
想
い

が
込
め
ら
れ

た
作
品
や
そ

の
時
々
の
テ

ー
マ
に
よ
り

描
か
れ
た
水

彩
・
油
彩
画

の
数
々
を
展

示
紹
介
し
な

が
ら
、
そ
の

画
業
を
振
り

返
り
ま
す
。 

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
　
一
月
十
四
日
（
土
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
三
十
分
 

同
時
開
催
：
渡
辺
崋
山
　
龍
と
虎
 

　
崋
山
筆
豊
干
禅
師
騎
虎
図
、
龍
虎
双
幅
、

十
二
支
図
巻
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。 

  二
月
十
一
日
（
土
）
〜
四
月
八
日
（
日
） 

渡
辺
崋
山
と
崋
椿
系
の
松
竹
梅
 

　
田
原
市
指
定
文
化
財
渡
辺
崋
山
・
小
華
筆

福
禄
寿
図
、
田
原
市
指
定
文
化
財
渡
辺
崋
山

筆
風
竹
之
図
、
椿
椿
山
筆
寒
香
図
、
福
田
半

香
筆
松
竹
梅
山
水
図
、
渡
辺
小
華
筆
鶴
松
竹

な
ど
を
展
示
。 

ひ
な
人
形
と
初
凧
展
 

　
田
原
の
旧
家
に
伝
わ
っ
た
ひ
な
人
形
や

田
原
凧
保
存
会
制
作
の
初
凧
な
ど
を
展
示
。 

 常
設
展
示
室
で
は
渡
辺
崋
山
の
生
涯
を
展

示
し
て
い
ま
す
。 

民
俗
資
料
館
で
は
田
原
の
暮
ら
し
を
中
心

に
展
示
し
て
い
ま
す
。 

渥
美
郷
土
資
料
館
・
赤
羽
根
文
化
会
館
展
示

室
で
も
所
蔵
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

　
秋
の
企
画
展
 

一
般
五
〇
〇
円
 

 

　（
四
〇
〇
円
） 

　
新
春
企
画
展 

一
般
四
〇
〇
円 

 

　（
三
二
〇
円
） 

　
企
画
展
開
催
時
は
小
・
中
学
生
無
料 

　
平
常
時 

　
　
一
般 

二
一
〇
円
（
一
六
〇
円
） 

　
　
小
・
中
学
生
　 

一
〇
〇
円
（
八
〇
円
） 

　
　
毎
週
土
曜
日
は
高
校
生
無
料 

 

（
　
）
内
は
二
十
人
以
上
の
団
体
料
金 

 

休
館
　
毎
週
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
）、
展
示
替
日
、
十
二
月
二
十
七
日
〜
一

月
四
日
 

崋
山
会
報
　
第
二
十
七
号
 

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
発
行
 

 
編
集
発
行
　
財
団
法
人
崋
山
会
 

 
 
理
事
長
　
白
井
孝
市
 

 
 
常
務
理
事
　
菰
田
稀
一
 

 
 
事
務
局
長
　
讃
岐
俊
宣
 

〒
四
四
一
―
三
四
二
一
 

愛
知
県
田
原
市
田
原
町
巴
江
一
二
の
一
 

○
五
三
一
・
二
二
・
一
七
○
○
 

○
五
三
一
・
二
二
・
一
七
〇
一
 

編
集
・
協
力
 

田
原
市
博
物
館
 

崋
山
・
史
学
研
究
会
 

　
　
　
　
　
吉
川
利
明
　
林
　
和
彦
 

　
　
　
　
　
山
田
哲
夫
　
別
所
興
一
 

　
　
　
　
　
林
　
哲
志
　
中
村
正
子
 

　
　
　
　
　
小
川
金
一
　
柴
田
雅
芳
 

　
　
　
　
　
加
藤
克
己
　
中
神
昌
秀
 

　
　
　
　
　
増
山
禎
之
　
磯
部
奈
三
子
 

※
崋
山
会
報
ご
希
望
の
方
は
崋
山
会
館
・

田
原
市
博
物
館
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

次
回
発
行
予
定
　
平
成
二
四
年
四
月
一
一
日
 

ＴＥＬ ＦＡＸ 

大
岡
澄
雄
　
夕
照
 

伊
良
湖
水
道
二
〇
〇
六
年
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